『月刊食道楽』における外来語の機能―明治末期と昭和初期に刊行されたグルメ雑誌を資料にして― by 星野 祐子
91
Bulletin of Jumonji University, vol.47, 2016 研究論文
『月刊食道楽』における外来語の機能 
─明治末期と昭和初期に刊行されたグルメ雑誌を資料にして─
The Function of Loan Words in Japanese Gourmet Magazines  
: Based on the Magazines Published in the Late Meiji Period  









































































明治38年 5 月〜同40年 8 月、全31冊
主な執筆者：村井弦齋（作家）、赤堀峰吉（料理研究家）、福原雨六（俳人）など
【第Ⅱ期『食道楽』（しょくどうらく）】


















































6 ． 1 ．語彙的特徴
明治期『食道楽』における外来語使用を、語彙的な関心から考察するにあたって、いくつかの観点を
設定した。まずは、外来語を含む文の理解を促進させる工夫として、フリガナの活用と本文中への付記
















































































































































































⑧ 之にコーンスターチ（玉蜀黍の澱粉）一茶匙及び能く攪拌したる卵一個を加ふ（第 2 巻第 2 号　
明治39年　p.23）
⑨ ホワイトワイン、シヤンペンは夏冬とも冷やして、出しクラレツト（赤葡萄酒）は冬は暖い湯に





2 巻第 9 号　明治39年　p.7）

















⑬　メンチビフ、ヲン、ポステーエッグス（第 2 巻第 7 号　明治39年　p.24）
⑭　ボイルド、フヒッシユ、イン、クリーム（第 2 巻第 5 号　明治39年　p.29）
⑮　ベーコン、アンド、エツクス（第 2 巻第 5 号　明治39年　p.30）
⑯　ハンバクステーキ　ウエズエツク（第 3 巻第 2 号　p.16）
⑰　オイスタ（牡蠣）エンド（及び）マコロニー（うどん）（第 1 巻第 7 号　明治38年　p.48）
⑰については、外来語に続く（　）の中に、外来語を理解する手がかりになる語が付記されている。
前置詞までも訳されているのは珍しい。
また、所有格の ’s や複数形の s に相当する音が残っていたり、過去分詞 -ed が残った形で外来語と
して扱われたりと、外国語の音をそのままカタカナ表記したような語もいくつかみられた。以下がその
例である。
⑱　アツプルス、パイ（第 3 巻第 2 号　明治40年　p.17）
⑲　ポスチドエッグス（第 2 巻第 7 号　明治39年　p.25）
⑳　スチュードコッドティシュ（第 2 巻第 2 号　明治39年　p.22）
㉑　クリームド鱈（第 2 巻第 2 号　明治39年　p.23）
㉒　ボイルド玉
きやべち


















二十五分時間の後其儘取り出し小き盆に載せてナプキンにて被ひて出す（第 2 巻第 2 号　明治39
年　p.21）
以上が「コットフィシュエラモード」の作り方についての全記述だが、特に「エラモード」、すなわ





































































































































































































『月刊食道楽』（複製版・第Ⅰ期・ 1 巻〜 5 巻）（1984）五月書房
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